
米国化学企業が日本のビジネスパートナー施設で EH&S 監査を実施する際、環境面は現地日本の環境法規

制への対応になるため、明白な環境汚染(特に地下水）の可能性以外は、 ISO14001を取得していれば、遵

守できていると判断されることが多い。しかし、人の安全においては、日本の労働安全衛生法体系に相当する、

OSHA（米国労働安全衛生庁）標準をベースにした社内規定に照らし監査する。特に、転落防止、火気作業、

槽内作業、施錠、エネルギー遮断、配管分解、これらを実施する際の、作業安全許可システムは、 Life

Critical (生命にかかわる）として重要とされるが、日本の法規制と異なる要件もみられる。 プロセスセイフ

ティー（PS)は不具合が大事故につながることから、近年、ACC (米国化学会）においてもOSHA 及び EPA

の法規制の補足として、レスポンシブル・ケアプロセスセーフティーコードを追加し管理強化を誓約している。EES

はこれらの重要安全事項を念頭に、顧客の長所を強調し、同時に米国化学会社の視点から、人とプロセスの安

全にフォーカスした改善を提案し、御社の工場紹介英文プレゼンテーションを作成します。監査から発生する、

OSHAベースの安全プログラムの実施支援も承ります。EESの業務範囲は、以下ホームページをご参照ください。

欧米化学会社がパートナー企業に期
待する安全とは？
安全監査でどう対応する？
EHSエクスパートサービスはこの点に
フォーカスしてサポート。

欧米化学会社のビジネスパートナーである皆さまへ

欧米化学企業が工場の安全環境監査に来た時に、彼らの要求に戸惑い

を感じたことはありませんか？

合同会社EHSエクスパートサービス（EES)は、欧米化学会社の系列日

本企業、あるいはそのビジネスパートナーの化学工場、ロジスティクス基地を、

環境・安全・衛生面からコンサルティング・サポートする会社です。

設立者（玉井）が、ダウ・ケミカル社およびキャボット社で、化学工場の運

転・業務管理、社内EH&S監査、かつビジネスパートナーでのEH&S監査

を実施した経験を活用し、お客様ごとの状況に応じたサポートを行います。

皆様の化学工場・施設等で、欧米化学会社がEH&S監査を実施する際

に、皆様の立場に立ち、施設の現状、双方の安全文化、法規制を理解し

た上で、同じ言語(英語、工場用語、環境安全実務）を用い、両者の意

思疎通を図り、良好なビジネス関係構築のお手伝いをします。

Core Value of the company

EH&S Excellence

輝かしいEH&S実績は欧米企業にとって、会社の中核的な価値（Core Value)であり、

ビジネスパートナーにも同様な文化を持つように要求します。

パートナーに同様

な価値を期待

委託製造工場

輸送倉庫・タンクターミナル

系列会社工場

合同会社EHSエクスパートサービス （法人登録：No. 90113-0300-2368) / 代表: 玉井良介

: 090-4368-7642

: tamai_ryosuke@ehsexpertservices.com

: http://www.ehsexpertservices.com/

Confined Space Entry ?

Lock-out/Tag-out ?

Line/Equipment Opening ?

Fall Protection / Hot Work ?

Work Permit ?

EHSエクスパートサービス代表 玉井良介

欧米化学会社にとって環境・安全・衛生とは？

欧米化学会社は環境安全衛生監査で何を求めるか？

http://www.ehsexpertservices.com/


合同会社EHSエクスパートサービス
（EES)は、欧米化学会社に製品・

サービスを提供する日本企業に、
環境安全分野のコンサルティング
サービスを提供する会社です。

EES は米国化学会社ダウ・ケミカ
ルおよびキャボット社に合計38年

間、在職した代表が、製造・環境安
全部署での知識と経験を活用し、
皆様をサポートします。ダウ・ケミカ
ル在籍中は、委託製造先を訪問し、
安全、環境、品質の監査を実施あ
るいは、外国からの社内関係者と、
委託製造あるいは、購入先におい
て、同行者の通訳を行いました。こ
の時の経験を活かし、日本企業は
如何に、自分たちの強み・長所を
アピールするかという点にフォーカ
スして、皆様のお役に立ちたいと
考えております。
4つのサービスを提供します。

欧米多国籍化学企業にとって、環
境・安全・衛生面で、優れた結果
（EH&S Excellence) を維持すること
は、会社の本質的価値(Core 
Value) そのものであり、会社の重
要戦略方針の一要素である

「何故、価値となるのか？」 優れ
た環境・安全・衛生面の実績によ
り、その会社は、全てのパート
ナー（周辺社会、顧客、サプライ
ヤー、従業員）からの信頼
（Credibility) を獲得し、評判
（Reputation) も高まります。そして、

従業員の会社への忠誠心
（Loyalty) の向上により、技術およ

び生産性が伸び、大きなコストメ
リット（Cost Advantage)も得られる

のです。もちろん事故を起こした
時の、時間、罰金等の負の代償も
回避できます。

結果として、その会社の持続可能
なビジネス（Sustainable Business) 
に、大きなメリットを生み出します。

合同会社EHSエクスパートサービス（EES) 紹介
Youtube: https://www.youtube.com/watch?v=RPkj0Bilt0M

https://www.youtube.com/watch?v=RPkj0Bilt0M


欧米化学会社が、パートナー日本
企業を査察する際、環境面では、
環境法令遵守ができている前提
で、地下水、河川の汚染の可能性、
廃棄物の処理が調査ポイントです。
ISO14001を持っていれば、“Very 
Good”で終わることが多い。

しかし、安全面においては、US企
業であれば、OSHA(米国労働安全

衛生庁）の規則を前提に監査し、
日本の労安法体系と異なるコメン
ト、要求事項が提案されることが
あります。 例えば、次の要件に
関して。 欧米では危険作業とさ
れる、火気、槽内、高所、施錠・禁
札、配管機器解放などでは安全
作業許可書を発行して作業します。
これは有効な手段ですが、日本で
はあまり頻繁に行われていません。
呼吸器保護具のフィットテストなど
も、日本では非常にまれです。プ
ロセスセーフティー関連の標準も
日本では体系的に構築されてい
ないと思われます。
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ないと思われます。



EESが監査に立ち会う際は、御社

工場の強み・優位性、安全面の
取り組みを正確に説明します。

EH&S関連の要求があれば、現場

で確認し、ラップアップ時に、双方
の合意点を探ります。

双方の要求のギャップを埋め、合
意に至るプロセスをリードします。
そしてWin-Winの結果をもたらせ
ます。

EESは御社事業所を監査前に訪問
し、欧米化学会社のEH&S標準との

ギャップを調査します。ギャップ箇
所は、その是正を行うかどうか相談
し、実際の監査での回答を用意し
ます。

監査立ち合いを含め、それ以降は、
オプションです



EESの活動は、ISO審査とは全く異な
ります。

工場が環境、労働安全衛生活動を
実施する際、日本国内法と自主管
理要件に基き決定した活動項目を
実施要件とし、安全環境管理の
PDCAの中で、それを方針・計画とし
ます。

ISO14001環境マネジメントシステム、
OHSAS18001労働安全衛生マネジメ
ントシステム等のISO審査では、工

場が国内法と自主管理要件に基き
決定した、実施要件に対し、PDCA

サイクルが効率よく回り、活動の実
施と継続的改善が行われているか
のマネージメントシステムをチェック
します。

ISO審査は、基本的には実施要件

が確定した後の、マネージメントシ
ステムの監査です。EESは実施要件
そのものが、欧米EH&S標準要件を
満たしているかのチェックです。

その他、業務としては、工場紹介の
英語のプレゼンテーションの作成支
援、技術関係文書の英語翻訳、日
本語訳、スタッフの英語プレゼン
テーション指導など、英語教育を承
ります。

また、御社工場で欧米化学会社
パートナーが行った監査で、指摘さ
れた是正事項等で、OSHA(米国労

働安全衛生局）法規関連のものが
あればその実施指導も行います。

GHS対応のSDSの作成、ラベル作成

も請け負います。この作業は、マ
レーシア籍のBiPaという会社が実施
し、EESはその日本代理店です。特

に、マレーシア語、インドネシア語
のGHS対応SDSには大きな強みを持

ち、同時にコスト競争力の高い組織
です。

EESが日本代理を務める、ASMはイ

ンドを含め、東南アジア地域での化
学会社の環境、安全査察を行うプ
ロフェッショナル集団です。東南ア
ジア地域に進出している、日本企
業で、進出先工場での環境・安全
監査を希望されれば、EESがASMに
作業依頼します。


